




②地域防災計画による発令(詳細については、裏面をご覧ください)

精明地区行政センターまたは精明小学校のいずれか近い場所

防災行政無線による放送を行います。

状況によって、車両による放送を行います。

②地震による被害が発生し、市民の生命、身体に危険を防止する場合

防災行政無線による放送を行います。

状況によって、車両による放送を行います。

宮沢ため池に係る避難情報

【豪雨時】

避難指示等の
伝達方法

避難指示等の発令
のタイミング

　宮沢ため池堤体の安全性については、耐震診断を行った結果、仮に大地震が
発生しても直ちに貯水機能が損なわれるような大きな変形は発生しないという診
断結果が示されました。また、宮沢ため池は、築造以来一度も堤体が決壊したな
どという事象は発生していません。更に、年２回の堤体の点検も行っています。し
かし、万が一の場合に備え、日ごろからの防災意識を高め、避難指示等が発令さ
れた場合には、この避難情報により　『できる限り速やかに』　避難を行ってくださ
い。

命の危険を感じた場合、自宅周辺の高台に避難して下さい。

車両による移動が安全と判断できた場合は、車両で避難して下さい。

①ため池の水位が設計洪水位(余水吐高)を越えてなお、水位の上昇が確認された場合

避難先

避難指示等の
伝達方法

揺れが強かった場合や堤体の決壊が確認できる場合は、自宅周辺の高台
で、安全に避難できる場所に避難して下さい。

車両での避難が危険だと感じた場合は、徒歩により避難して下さい。
避難方法

【地震時】

避難指示等の発令
のタイミング

避難方法
車両による移動が安全と判断できた場合は、車両で避難して下さい。

車両での避難が危険だと感じた場合は、徒歩により避難して下さい。

①震度６程度の揺れが発生した場合、もしくはそれ以下でも堤体の決壊・破損を確認した場合

精明地区行政センターまたは精明小学校のいずれか近い場所に避難して下さい。

避難先

飯能市
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①土砂災害警戒情報が発表され、かつ、埼玉県河川砂防防災情報システムの土砂災害危険度における警戒基

準（CL ライン）（＊1）を超過する時刻が「2時間後までに超過」（レベル2）となったとき。

②降り始めからの雨量が200mmを超え、さらに時間雨量20mm以上の降雨が予測されるとき。
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①土砂災害警戒情報が発表され、かつ、埼玉県河川砂防防災情報システムの土砂災害危険度における

　警戒基準を超過する時刻が「1時間後までに超過」（レベル3）となったとき。

②前兆現象（湧水、渓流の水量の変化、斜面崩壊、斜面のはらみ、よう壁・道路等にクラック発生

　等）が発見されたとき。

③大雨警報（土砂災害）が発表中で、さらに記録的短時間大雨情報が発表されたとき。

④降り始めからの雨量が250mmを超え、さらに時間雨量30mm以上の降雨が予測されるとき。
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① 土砂災害警戒情報が発表され、かつ、埼玉県河川砂防防災情報システムの土砂災害危険度における

　 警戒基準を超過する時刻が「既に超過」（レベル4）となったとき。

② 前兆現象（山鳴り、流木の流出、斜面の亀裂等）が発見されたとき、また近隣で土砂災害が発生し

　 たとき。

③ 大雨特別警報が発表されたとき。

④ 降り始めからの雨量が300mmを超え、さらに時間雨量30mm以上の降雨が予測されるとき。

■飯能市地域防災計画より抜粋

(＊1)　Critical Lineの略。土砂災害に対して警戒すべき領域が赤で示されている。過去の主たる災害事例

　　から最も安全側に設定されており、災害が発生する確率が高くなる目安



『宮沢ため池堤体の安全性について』 

 

 

 宮沢ため池は、農業用水のため池として昭和１６年度の完成以来、下流部の農

業用水の水源として安定的に農業用水を供給しています。また、地域住民の憩い

の場や雨水を一時的に貯留する洪水の調整機能を併せ持つなど、多面的な機能

をもつ農業用施設です。 

 近年の自然災害の発生により、農業用ため池の損壊が発生したことを受け、全

国的に農業用ため池の一斉点検を実施いたしました。また、農業用ため池の管理

及び保全に関する法律の施行により、宮沢ため池は防災重点ため池に選定され

ました。 

防災重点ため池に選定されたことを受け、宮沢ため池の耐震診断を実施いた

しました。診断内容といたしましては、ボーリング調査による試料サンプリング

の採取、地盤土質試験、地質解析、堤体の安定解析等を実施し、国の示す安全率

をクリアしており、堤体の安全性を確認いたしました。 

また、24 時間 365 日リモートで堤体の状況を確認できる監視カメラの設置を

行い、離れた場所においても堤体の水位確認や異常時への即時対応が可能とな

る体制を整備いたしました。 

また、堤体や洪水吐における亀裂・段差、陥没・沈下、漏水等をはじめとした

点検調査を年２回定期的に実施しているところです。 

 

このように、宮沢ため池の安全性につきましては、国の安全基準を上回ったこ

とで安全が確認できたところではありますが、今後につきましても、カメラによ

る常時監視、定期点検、職員による目視点検などを引き続き行うことで、宮沢た

め池の安全性を確保してまいります。 


